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1973年北海道生まれ。栗山町在住。
昨年、普及指導員を退職し、実家の
農業を2014年から営む。経営は和牛
繁殖、施設園芸が主体。普及指導員
時代は、主に水稲と農業経営を担当
し、農業経営の支援に尽力した。主
に農業法人の設立、経営試算ソフト
「Hokkaido_Naviシステム」の開発、
乾田直播の推進、水田輪作体系の確
立などに携わる。

齊藤義崇

 

第
六
章

報
徳
訓
を
ご
存
じ
で
あ
ろ
う
か
。
説
い

た
の
は
二
宮
尊
徳
、
通
称
は
金
治
郎
。
江

戸
時
代
後
期
の
農
政
家
・
思
想
家
で
あ
る
。

報
徳
思
想
を
唱
え
、
そ
の
手
法
は
報
徳
仕

法
と
さ
れ
る
。
年
配
の
経
営
者
に
と
っ
て

は
、
系
統
団
体
の
創
設
思
想
や
近
代
の
農

民
運
動
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
大
人
物

で
あ
ろ
う
。
か
く
い
う
私
も
尊
敬
し
敬
愛

す
る
、
財
政
再
建
、
農
村
復
興
の
指
導
者

で
あ
る
。

農
家
に
生
ま
れ
た
二
宮
尊
徳
は
、
幼
少

の
頃
は
生
家
の
苦
労
続
き
で
、
10
代
で
父

母
を
亡
く
し
た
。
同
じ
く
農
業
を
営
む
伯

父
の
家
で
荒
地
を
復
興
さ
せ
、
20
歳
の
と

き
に
生
家
再
興
に
成
功
し
た
と
さ
れ
る
。

そ
の
後
、地
主
と
し
て
農
業
を
営
む
傍
ら
、

小
田
原
の
武
家
で
奉
公
人
と
し
て
働
い

た
。
そ
の
服
部
家
の
財
政
の
建
て
直
し
を

機
に
、
小
田
原
藩
で
名
前
が
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
そ
の
後
は
方
々
で
財
政
を
立

て
直
し
、多
く
の
功
を
立
て
賞
賛
さ
れ
た
。

経
営
と
歴
史
が
好
き
な
私
と
し
て
は
、
孫

子
の
兵
法
や
戦
国
武
将
の
策
よ
り
、
経
営

学
を
学
ぶ
に
は
、
二
宮
尊
徳
が
実
践
し
た

報
徳
仕
法
が
最
良
だ
と
思
っ
て
い
る
。

学
生
時
代
、
恩
師
に
経
営
分
析
を
教

わ
っ
て
い
た
と
き
、と
あ
る
雑
談
か
ら「
お

ま
え
は
、
報
徳
訓
も
知
ら
な
い
の
か
」
と

厳
し
く
罵
倒
さ
れ
、
苦
笑
さ
れ
た
。
腹
も

立
っ
た
が
、
経
営
に
役
立
つ
と
聞
く
と
、

す
ぐ
さ
ま
大
学
の
図
書
室
で
調
べ
た
。
二

宮
尊
徳
と
聞
け
ば
、
当
時
の
こ
と
を
今
で

も
思
い
出
す
。

い
ち
押
し
の
名
言
を
紹
介
し
よ
う
。

「
経
済
な
き
道
徳
は
戯
言
で
あ
り
、
道
徳

な
き
経
済
は
犯
罪
で
あ
る
」

私
は
こ
う
解
釈
し
て
い
る
。
方
位
磁
石

の
針
は
、
す
ぐ
に
定
ま
ら
な
い
。
右
に
左

に
振
れ
、
振
幅
は
や
が
て
小
さ
く
な
り
方

位
を
示
す
。
利
益
と
道
徳
に
幾
度
も
悩
む

こ
と
こ
そ
、
経
営
者
に
科
せ
ら
れ
た
十
字

架
で
あ
り
、
案
配
を
大
切
に
せ
よ
と
。

二
宮
尊
徳
の
多
く
の
名
言
に
は
、
鋭
い

洞
察
力
、
科
学
的
な
分
析
力
、
そ
し
て
人

の
心
を
掴
む
絶
妙
な
表
現
力
が
哲
学
と
し

て
残
さ
れ
て
い
る
。

「
す
べ
て
の
商
売
は
、
売
り

て
喜
び
、
買
い
て
喜
ぶ
よ
う

に
す
べ
し
。
売
り
て
喜
び
、

買
い
て
喜
ば
ざ
る
は
道
に
あ

ら
ず
。
貸
借
の
道
も
、
ま
た

貸
し
て
喜
び
、
借
り
て
喜
ば

ざ
る
は
道
に
あ
ら
ず
」

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
Ｔ

Ｐ
Ｐ
が
話
題
と
な
る
昨
今
。

現
代
の
農
業
経
営
者
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
。生
き
残
り
策
、

立
ち
位
置
、
処
世
術
。
利
益

を
求
め
る
経
営
者
の
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
も
、
尊
徳
は
多

く
の
ヒ
ン
ト
を
残
し
て
く
れ

た
の
で
あ
る
ま
い
か
。

今
回
の
よ
も
や
ま
話
、
こ

の
続
き
は
二
宮
フ
ァ
ン
と
語

ら
い
合
う
と
し
て
、
本
題
で

あ
る
損
益
計
算
書
の
解
説
に

入
り
た
い
と
思
う
。
経
営
活

動
の
成
果
を
利
益
で
示
す
損

益
計
算
書
だ
が
、
ま
ず
は
基

礎
編
か
ら
始
め
よ
う
。

道
徳
は
戯
言
、
経
済
は
犯
罪

損
益
計
算
書
の
読
み
方
①
　
利
益
発
生
の
流
れ
を
掴
む

図1：貸借対照表と損益計算書の基本的な捉え方（本連載第2章のおさらい）

貸借対照表

資産

負債

資本

軍
資
金
の
調
達

軍
資
金
の
運
用

（借方） （貸方）

資産＝負債＋資本（総資本）

収益

費用

利益

（借方） （貸方）

損益計算書

費用＋利益（純利益・純損失）＝収益

経
営
活
動
の
成
績

軍
資
金
の
減
少

軍
資
金
の
調
達

利益（純利益・純損失）＝ 期末資本－期首資本（損益法）＝ 収益ー費用　　　　（財産法）
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損
益
計
算
書
の
様
式
は
、
２

つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
貸
方
に

収
益
項
目
、
借
方
に
費
用
項
目

を
記
載
し
、
仕
分
け
と
同
様
の

勘
定
で
表
記
す
る
勘
定
式
。
も

う
一
つ
は
、
最
初
に
売
上
高
を

記
載
し
て
、
項
目
を
会
計
規
則

に
従
っ
て
加
算
と
減
算
を
行

な
う
、
報
告
式
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
連
載
で
紹
介

し
た
損
益
計
算
書
は
、
す
べ
て

勘
定
式
で
示
し
て
き
た
。
そ
の

理
由
は
貸
借
対
照
表
と
損
益

計
算
書
が
連
動
す
る
こ
と
に

よ
り
当
期
利
益
が
生
ま
れ
る

こ
と
と
、
簿
記
の
二
面
性
の
基

本
を
理
解
し
て
欲
し
か
っ
た

か
ら
だ
。
貸
借
対
照
表
と
損
益

計
算
書
を
６
つ
の
数
字
で
と

ら
え
る
考
え
方
は
、
特
に
大
切

な
の
で
改
め
て
図
１
に
掲
載

す
る
。
簿
記
の
二
面
性
を
再
確

認
す
る
こ
と
で
、
経
営
を
財
務

二
表
か
ら
捉
え
る
ク
セ
を
、
日

常
か
ら
意
識
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

２
つ
の
様
式
で
記
し
た
損

益
計
算
書
を
表
２
に
示
し
た
。

右
側
は
こ
れ
ま
で
通
り
の
勘

定
式
で
、
左
側
は
規
則
に
従
っ
た
報
告
式

で
あ
る
。
こ
の
報
告
式
の
特
徴
は
、
５
つ

の
利
益
項
目
が
明
示
さ
れ
、
利
益
の
発
生

過
程
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。経

営
者
が
損
益
計
算
書
を
眺
め
る
意
義

は
、
利
益
を
捉
え
て
経
営
改
善
に
役
立
て

る
こ
と
。
ま
さ
に
「
入
る
を
計
り
、
出
を

制
す
」
の
基
本
で
あ
る
。
利
益
の
発
生
す

る
流
れ
を
わ
か
り
や
す
く
整
理
で
き
る
報

告
式
が
、
一
般
の
企
業
の
ほ
と
ん
ど
で
採

用
さ
れ
て
い
る
所
以
は
こ
こ
に
あ
る
。

着
目
す
べ
き
利
益
項
目
の
う
ち
、
特
に

重
要
な
の
は
、
売
上
総
利
益
、
営
業
利
益
、

経
常
利
益
の
３
つ
で
あ
る
。
順
に
解
説
を

し
て
い
こ
う
。

【
売
上
総
利
益
】

農
業
経
営
で
は
、
外
部
か
ら
調
達
し
た

種
苗
、
肥
料
、
農
薬
な
ど
を
投
入
し
て
、

圃
場
で
農
産
物
を
育
て
る
。
投
じ
た
資
材

費
の
総
額
よ
り
、
高
い
値
段
で
販
売
す
る

こ
と
で
利
益
が
上
が
る
。
当
た
り
前
の
こ

と
が
、
そ
の
大
き
さ
が
生
産
の
付
加
価
値

で
あ
る
。
営
業
収
益
か
ら
生
産
原
価
を
引

い
た
も
の
を
売
上
総
利
益
と
い
い
、
営
業

活
動
の
付
加
価
値
の
大
き
さ
と
捉
え
る
。

生
産
資
材
に
上
乗
せ
し
た
利
益
を
示
す
た

め
、
市
場
に
お
け
る
商
品
の
競
争
力
を
表

し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

こ
の
売
上
総
利
益
は
、
業
種
ご
と
に
開

き
が
大
き
い
。
一
般
に
、
卸
売
業
は
か
な

利
益
の
発
生
過
程
か
ら

収
支
を
見
る

表１：2つの記述方式による損益計算書の事例

自2014年1月１日　至2014年12月31日自2014年1月１日　至2014年12月31日
損益計算書（報告式）

（単位：千円）

損益計算書（勘定式）

資産の部（借方） 負債・資本の部（貸方）
（単位：千円）

※いずれも水稲16ha（内6haは乾田直播）、小麦10ha、大豆4haの合計30haの経営を想定して筆者が作成

金　額科　目 金　額科　目
営業費用
　種苗費
　肥料費
　農薬費
　養畜衛生費
　諸材料費
　素畜費
　飼料費
　専従者給与
　雇用労賃
　賃料料金
　動力光熱費
　修理費
　農具費
　減価償却費
　公課諸負担
　販売費用
　農業共済費
　土地改良費
　雑費
営業外費用
　支払利息
　営業外費用
当期純利益
費用・利益合計

27,500
1,000
2,500
1,000

0
2,500

0
0

2,400
800
3,000
1,000
2,000
1,000
3,500
1,500
1,000
1,000
3,000
300
1,500
500
1,000
6,000
35,000

25,100
16,000
9,000

0
100
9,900
5,900
4,000

35,000

営業収益
　水稲収益
　畑作物収益
　その他
　農業雑収入
営業外収益
　交付金
　その他

収益合計

営業利益

特別損失

営業収益
　売上高
　受託料収入
　その他営業活動
　による収入
営業費用
　売上原価
　販売・一般管理費
売上総利益 

営業外収入
　受取利息など
　雑収入
営業外費用 
　支払利息など
　雑損失
経常利益
特別利益

当期純利益（税引前）
当期純利益（税引後）

項　目 金　額

25,000
0

9,000
18,500
16,100

900
9,000

500
1,000
6,000

0

6,000
－

100

-2,400

0

解　説

主に売上に応じて変動する費用
主に固定的な費用
実質の稼ぎ

主に補助金と財務的な収益

主に財務的な費用

経営活動の成績
臨時的な利益
臨時的な損失
（固定資産売却損など）
経営成果（業績）
経営活動の最終結果

水揚げ・稼ぎ

営業活動の成績

利益の発生する流れを掴むには、報告式が単純明快！

②
③

④＝①－②
⑤＝①－②－③
（④－③）

⑧＝⑤＋⑥＋⑦
⑨

⑪＝⑧＋⑨＋⑩
⑪－（税金）

計算式

①

⑥

⑦

⑩

本
業
の
経
営
活
動
の
損
益
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経
常
収
支
は
黒
字
の
６
０
０
万
円
。
収
益

性
の
改
善
か
ら
、
雑
収
入
で
あ
る
交
付
金

等
も
増
え
、
当
期
純
利
益
は
前
年
と
比
べ

て
５
０
０
万
円
の
増
益
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
経
営
改
善
が
で
き
た

こ
と
よ
り
、
大
き
な
問
題
に
皆
さ
ん
も
気

づ
く
だ
ろ
う
。
本
業
の
経
営
活
動
の
損
益

を
示
す
営
業
利
益
が
赤
字
な
の
だ
。
諸
外

国
を
お
手
本
と
し
た
緑
・
黄
ゲ
タ
対
策
に

移
行
し
て
以
来
、
麦
・
大
豆
を
は
じ
め
、

品
物
代
は
助
成
金
と
区
分
け
さ
れ
て
収
入

と
な
り
、
営
業
利
益
が
赤
字
と
な
る
品
目

が
増
え
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。

普
及
指
導
員
時
代
に
、
経
営
管
理
を
専

門
と
す
る
指
導
員
の
会
議
で
、
こ
の
ゲ
タ

対
策
の
収
入
を
経
営
分
析
や
計
画
で
ど
の

よ
う
に
扱
う
か
を
議
論
し
た
こ
と
が
あ

る
。
今
思
え
ば
、
な
ん
と
く
だ
ら
な
い
会

議
で
あ
ろ
う
か
。
内
容
は
こ
う
だ
。

政
策
と
税
申
告
の
指
導
の
せ
い
で
、
営

業
利
益
が
赤
字
で
見
栄
え
が
悪
い
の
で
、

助
成
金
を
売
上
高
に
加
え
て
、
営
業
収
益

と
し
て
扱
っ
て
は
ど
う
か
と
。
私
は
現
実

を
受
け
止
め
る
こ
と
が
重
要
で
、
こ
れ
を

機
に
分
析
な
り
計
画
な
り
の
支
援
は
、
そ

の
営
業
利
益
を
ど
う
確
保
す
る
か
を
話
題

の
中
心
に
据
え
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

営
業
利
益
は
本
業
の
営
業
活
動
の
成
果

を
示
し
、
規
模
拡
大
や
経
営
転
換
な
ど
の

投
資
の
是
非
を
決
め
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で

あ
る
。
無
論
、
そ
の
源
泉
で
も
あ
る
。
そ

の
大
小
を
冷
静
に
捉
え
て
か
ら
、
資
金
繰

貸
借
対
照
表
と
同
様
に
、
損
益
計
算
書

も
複
数
年
分
を
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
場
合
も
報
告
式
の
損
益
計
算
書
を
用

い
る
ほ
う
が
望
ま
し
い
。
表
２
は
比
較
損

益
計
算
書
の
一
例
で
あ
る
。

前
年
と
比
較
す
る
と
、
生
産
原
価
が
３

０
０
万
円
、
販
売
・
一
般
管
理
費
で
50
万

円
、
合
わ
せ
て
３
５
０
万
円
の
生
産
コ
ス

ト
が
低
減
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
30��

ha
の

経
営
を
想
定
し
て
い
る
の
で
、
10
ａ
当
た

り
に
換
算
す
る
と
、
１
万
２
０
０
０
円
程

度
の
生
産
コ
ス
ト
の
見
直
し
に
成
功
し
た

こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
実
質
の
稼
ぎ

で
あ
る
売
上
総
利
益
は
、
３
０
０
万
円
の

増
益
と
な
っ
て
い
る
。

収
支
を
判
断
す
る
目
安
に
、
営
業
収
益

に
対
す
る
売
上
総
利
益
、
営
業
利
益
、
経

常
利
益
（
税
引
前
）
の
割
合
を
示
す
３
つ

の
分
析
指
標
が
あ
る
。
求
め
方
を
図
２
に

示
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、売
上
高
総
利
益
率
、

売
上
高
営
業
利
益
率
、
売
上
高
経
常
利
益

率
と
呼
ぶ
。

表
２
に
示
し
た
事
例
で
計
算
し
て
み
る

と
、売
上
高
総
利
益
率
は
65
％
と
な
っ
た
。

収
支
の
改
善
が
進
ん
だ
も
の
の
、
営
業
収

益
が
マ
イ
ナ
ス
で
、
売
上
高
営
業
利
益
率

は
求
め
ら
れ
な
い
。
ま
さ
に
、
米
・
麦
・

大
豆
を
生
産
す
る
典
型
的
な
土
地
利
用
型

経
営
に
見
ら
れ
る
状
態
で
あ
る
。
営
業
利

益
に
営
業
外
の
収
支
を
計
算
に
加
え
て
、

業
の
農
業
生
産
の
売
上
高
で
利
益
が
上
が

る
仕
組
み
を
考
え
、
実
践
す
る
こ
と
は
、

経
営
者
の
努
め
で
あ
る
。 

【
経
常
利
益
】

経
常
利
益
は
、
業
績
を
判
断
す
る
上
で

最
も
重
視
す
る
指
標
で
あ
る
。
営
業
利
益

に
営
業
外
収
益
を
加
え
、
こ
れ
か
ら
営
業

外
費
用
を
引
い
て
算
出
す
る
。
こ
の
利
益

は
、
経
営
の
基
本
的
な
収
益
力
を
示
す
。

農
業
経
営
に
お
け
る
収
益
力
と
は
、
農
業

政
策
の
支
援
も
含
め
て
捉
え
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。
恒
常
的
に
収
益
と
な
る
営
業

外
利
益
な
く
し
て
は
、
経
営
の
収
益
力
が

判
断
で
き
な
い
た
め
だ
。

【
そ
の
他
】

次
に
臨
時
的
な
損
益
で
あ
る
特
別
利

益
、
特
別
損
失
を
加
味
し
、「
一
会
計
期

間
に
発
生
し
た
す
べ
て
の
収
益
」
か
ら
、

「
一
会
計
期
間
に
発
生
し
た
す
べ
て
の
費

用
」
を
差
し
引
い
た
利
益
を
、
当
期
純
利

益
と
い
う
。
税
引
前
の
当
期
純
利
益
こ
そ

経
営
結
果
を
示
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
な
る

数
字
で
あ
る
。
実
際
に
は
そ
こ
か
ら
税
金

を
支
払
う
の
で
、
税
引
後
の
当
期
純
利
益

が
最
終
の
利
益
と
な
る
。

な
お
、
個
別
経
営
で
は
、
経
営
成
果
と

経
営
者
の
取
り
分
に
、
法
人
経
営
で
は
経

営
成
果
に
な
る
が
、
定
め
ら
れ
た
規
則
が

違
う
だ
け
で
、
利
益
の
眺
め
方
に
大
き
な

差
異
は
な
い
。

り
低
い
と
さ
れ
、
製
造
業
は
高
め
、
サ
ー

ビ
ス
業
は
さ
ら
に
高
い
と
さ
れ
る
。
こ
の

た
め
、
売
上
総
利
益
は
他
業
種
と
比
較
し

て
も
、
全
く
意
味
が
な
い
。

農
業
で
あ
れ
ば
、
同
様
の
経
営
形
態
と

比
較
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。
自
己
の
経
営

の
競
争
力
が
ど
の
程
度
か
を
計
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

【
営
業
利
益
】

損
益
計
算
書
の
費
用
の
勘
定
を
眺
め
る

と
、
肥
料
代
よ
り
も
、
租
税
公
課
を
含
む

販
売
・
一
般
管
理
費
が
大
き
い
こ
と
に
気

づ
く
。
農
業
経
営
を
動
か
し
て
い
く
た
め

に
は
、
生
産
資
材
な
ど
の
生
産
原
価
は
も

と
よ
り
、
電
気
・
電
話
・
水
道
な
ど
の
営

業
活
動
（
農
業
生
産
）
を
継
続
し
て
い
く

な
か
で
固
定
的
に
発
生
す
る
費
用
も
多

い
。
営
業
利
益
と
は
、
売
上
総
利
益
か
ら

そ
の
販
売
費
お
よ
び
一
般
管
理
費
を
引
い

て
算
出
さ
れ
た
利
益
の
こ
と
で
あ
る
。
本

業
の
営
業
活
動
の
成
果
を
示
す
も
の
で
、

５
つ
の
利
益
項
目
の
中
で
一
番
に
着
目
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

米
・
麦
・
大
豆
な
ど
の
穀
類
生
産
が
主

体
の
経
営
で
は
、
営
業
利
益
が
マ
イ
ナ
ス

の
経
営
が
多
い
。
そ
の
理
由
は
、
交
付
金

な
ど
に
よ
る
補
助
的
な
収
益
が
大
き
い
こ

と
に
他
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
価

格
が
安
い
の
で
仕
方
が
な
い
で
は
、
言
い

訳
と
し
て
は
少
し
乏
し
い
。
自
己
の
経
営

の
た
め
に
営
業
利
益
を
高
め
る
こ
と
、
本

営
業
利
益
の
赤
字
を
解
消
せ
よ
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（A）

表2：比較損益計算書の一例（実数と百分率）

（単位：千円）

営業利益

営業収益
　売上高
　受託料収入
　その他営業活動
　による収入
営業費用
　売上原価
　販売・一般管理費
売上総利益 

営業外収入
　受取利息など
　雑収入
営業外費用
　支払利息など
　雑損失
経常利益
特別利益
特別損失
当期純利益（税引前）
当期純利益（税引後）

項　目

100

-2,400

2014

25,000
0

10,000
17,500
16,100

900
9,000

500
1,000
6,000

0
0

6,000
－

増　減

0
0

-2,000
-1,500
3,000

0
1,500

0
0

5,000
0
0

5,000
－

0

3,500

増減率（％）

100.0
－

75.0
97.4
122.9

100.0
120.0

100.0
100.0
600.0

－
－

600.0
－

100.0

40.7

2013

25,000
0

12,000
19,000
13,100

900
7,500

500
1,000
1,000

0
0

1,000
－

100

-5,900

②
③

①－②
①－②－③
（④－③）

⑧＝⑤＋⑥＋⑦
⑨
⑩

⑪＝⑧＋⑨＋⑩
⑪－（税金）

計算式

①

⑥

⑦

（D）

（C）

（B）

図２：損益計算書の３つの分析指標

○売上高総利益率

○売上高営業利益率

○売上高経常利益率

16,100

25,100
ｘ　100（％）　＝　65（％）

6,000

25,100
ｘ　100（％）　＝　24（％）

－2,400

25,100
ｘ　100（％）　＝　???

売上高総利益率　 　  ＝
売上総利益　（Ｂ）
営業収益　（Ａ）

売上高経常利益率　　＝
経常利益　（Ｄ）
営業収益　（Ａ）

売上高営業利益率　　＝
営業利益　（Ｃ）
営業収益　（Ａ）

営業利益の確保が必要です。
目標を±０に設定し、売上高アップと
経費ダウンで、250万円の改善を
当面の目標としましょう！　
もう少しです!!

プと

経営事例の数値で計算してみると……

り
や
投
資
計
画
を
練
る
べ
き
な
の
だ
。

農
業
は
農
協
や
政
府
機
関
の
立
案
す
る

諸
制
度
に
よ
り
保
護
さ
れ
た
産
業
で
あ

る
。守
る
側
も
営
業
外
収
支
を
見
越
し
て
、

資
金
や
補
助
金
を
捻
出
し
て
く
れ
て
い

る
。
そ
の
こ
と
自
体
を
悪
い
こ
と
だ
と
は

思
っ
て
い
な
い
が
、
現
状
の
農
業
経
営
で

は
、
損
益
計
算
書
の
基
本
的
な
３
つ
の
分

析
指
標
か
ら
本
業
の
営
業
利
益
率
だ
け
が

算
出
で
き
な
い
。
こ
れ
は
改
善
せ
ね
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。

売
上
を
高
め
、
経
費
を
抑
制
し
、
営
業

利
益
を
確
保
す
る
。
冒
頭
で
紹
介
し
た
報

徳
訓
に
な
ぞ
ら
え
れ
ば
、「
戯
言
」
に
な

り
は
し
な
い
か
と
、
意
識
を
研
ぎ
澄
ま
せ

て
い
た
い
も
の
で
あ
る
。


